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＊

恒例の「モチマキ」イベントもあります 《 1、5俵分 》 

稲丈と株張りが順調の旨を前号でお知らせましたが、その後の出穂 

も順調、丸田の棚田産「ヒノヒカリ」の収穫も視野に入ってきました。 

そこで、９月８日の午前、９人の委員有志が棚田近くの竹林から 

「稲掛け干し」用の竹材の切り出し作業を行いました。 

折からの異常な暑さの中、架台（脚）用２４０本、長尺竿用４０本 

あまりを切り出し、棚田へ搬送する作業は大変な重労働でしたが、 

ひとりの脱落者もなく、一大作業を無事終えました。 

竹材を快く提供頂きました是永勝彦さんへ本稿を借りて 

御礼申し上げます。  

この先は、台風の襲来と 

獣害のみが懸念材料です。 

⇒ 

竹
林
に
分
け
入
り
、

イ
ノ
シ
シ
君
顔
負
け
の 

パ
ワ
ー
を
発
揮
す
る 

 

オ
イ
サ
ン
達 

感慨にふけるひと、⇒

グロッキーになった 

ひと（（写真最後部） 

津
房
小
学
校
の
も
ち
米
づ
く
り
支
援
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
N

P

O
法
人
USA

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
さ
ん
の
お
誘
い
を
受
け
、
奈
良
・

東
大
寺
転
害
門
に
掛
け
る
大
し
め
縄
制
作
用
の

「
モ
チ
ワ
ラ
」
を
採
る
た
め
の
特
別
品
種
を
田
の

一
画
に
植
え
ま
し
た
。（
第
87
号
で
既
報
） 

そ
の
後
の
生
長
が
順
調
に
進
み
、
稲
丈
も
十
分

と
な
っ
た
た
め
、
去
る
9
月
5
日
、
津
房
小
学

校
の
高
学
年
児
童
11
人
に
よ
る
手
狩
り
で
収
穫

さ
れ
ま
し
た
。 

稲
わ
ら
は
N

P

O
法
人
さ
ん
の
手
で
掛
け

干
し
さ
れ
、
無
事
奈
良
へ
送
ら
れ
ま
し
た
。 

な
お
、
９
月
２３
日
の 

奈
良
市
で
の
大
し
め
縄 

制
作
作
業
に
際
し
て
は
、 

津
房
小
学
校
の
高
学
年 

児
童
の
う
ち
有
志
9
人 

が
保
護
者
の
方
と
一
緒 

に
参
加
、
滅
多
に
な
い 

体
験
を
積
む
こ
と
が 

出
来
ま
し
た
。 

過疎化と高齢化のため、独力での生活道路や施設の維持

管理が難しい団体を支援する標題事業の今期第 2回目を

下記の要領で実施します。 

「共助の精神」により、今回も大勢の方が応募下さるよう

お願い致します。 

【 対象団体・場所 】 

① 大内集落 ・・・外部との主要交通路の整備 

（今回は支障枝木の伐採が主となります） 

② 津房地区遺族会 ・・・戦没者共同墓地の園地整備 

【 作業実施日時・見込み作業時間 】 

① 10月２６日（日） 8：00～ 約 4時間 

② 10月１８日（土） 8：00～ 約 2時間 

【 集合場所 】 

① 小田-大内線市道の安心院パーライト採掘場入口 

⓶ 現地（板場・八坂神社隣地の共同墓地） 

【 その他 】 

   ・各回とも作業保険を付保します 

  ・津房地域農地・水・環境保全活動組織の事業を活用

し、規定による作業手当をお支払いします。 

【 応募要領 】 

   ・上記の各作業実施日の 5日前までにご出役される 

日を事務局員（岡 又は 井福）へ電話で連絡頂くか、

地区公民館のポストに簡単なメモで投函下さるよう

お願いします。 

  ・なお、作業保険は掛りませんが、事前の応募連絡な 

しでの飛び入り参加も可です。    

☎：０９７８－４８－２００１（地区公民館） 

～心かよい 人が輝く ふるさと つぶさ～ 

⇑ 国道５００号からの眺め、 

案山子が見張っています 

津房地区の皆様へ 

まちづくり協議会の事務局は 
月・火・木の週三日開いています 

HP: https://tsubusa.com/ 
 

 

第 89号 令和 7 年 9月 

発行：津房地区まちづくり協議会 

事務局：津房地区公民館内 

電話：４８－２００１ 

去
る
８
月
23
日
、
恒
例
の
安
心
院
盆
地

ま
つ
り
が
催
行
さ
れ
、
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

で
あ
る
三
重
の
輪
に
な
っ
て
の
盆
踊
り

で
は
、
各
小
学
校
区
単
位
で
編
成
さ
れ
た

精
鋭
女
性
グ
ル
ー
プ
が
揃
い
の
浴
衣
姿

で
輪
の
中
心
部
で
踊
り
ま
す
が
、
我
ら
が

津
房
か
ら
は
割
当
（
実
行
委
員
会
か
ら
要

請
）
人
数
で
あ
る
15
人
を
大
幅
に
超
す

２１
人
も
の
方
々
が
出
演
さ
れ
、
祭
り
盛
り

上
げ
と
津
房
地
区
民
の
心
意
気
発
揚
に

一
役
を
買
っ
て
頂
き
ま
し
た
。 

今
回
も
女
性
部
会
長
の
梶
原
さ
ん
と

女
性
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Gr.
の
各
位
、
更
に 

区
長
有
志
が
一
体
と
な
り
熱
心
に
参
加

の
呼
び
掛
け
を
し
て
頂
い
た
お
陰
で
す
。 

こ
と
し
新
規
デ
ビ
ュ
ー
さ
れ
た
踊
り

手
さ
ん
も
何
人
か
見
ら
れ
、
郷
土
の
最 

大
イ
ベ
ン
ト
へ
の
盛
り
上
げ
加
勢
と
、 

（
盆
踊
り
）
伝
承
芸
能
継
承
の
両
面
で 

大
き
く
貢
献
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

順調な出穂 

過
疎
化
と
高
齢
化
が
年
を
追
っ
て
進
む
当
地
区
で
は
、

農
用
地
の
保
全
、
地
域
資
源
を
活
か
し
た
営
農
環
境
の
維

持
、
安
心
し
て
過
ご
せ
る
生
活
環
境
の
確
保
、
と
い
っ
た

当
地
で
暮
ら
す
う
え
で
基
本
と
な
る
基
盤
が
崩
れ
つ
つ

あ
る
こ
と
、
地
区
民
各
位
も
痛
感
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
存

じ
ま
す
。 

 

活
動
開
始
か
ら
１６
年
目
を
迎
え
た
当
協
議
会
で
は
、

前
記
の
流
れ
を
少
し
で
も
和
ら
げ
よ
う
と
活
動
し
て
き

ま
し
た
が
、
従
来
活
動
の
延
長
だ
け
で
は
限
界
が
見
え
て

き
ま
し
た
。 

 

そ
こ
で
、
中
山
間
地
域
を
対
象
に
し
た
国
の
施
策
で
あ

る
「
農
村
型
地
域
運
営
組
織
（
通
称
：
農
村
RMO
）
の
構

築
」
へ
の
応
募
に
つ
い
て
、
９
月
１８
日
の
夜
、
各
集
落

の
区
長
さ
ん
と
当
協
議
会
役
員
に
よ
る
協
議
会
を
行
い

ま
し
た
。 

 

側
面
支
援
を
願
う
行
政
サ
イ
ド
の
石
川
安
心
院
支
所

長
、
石
井
農
政
課
主
幹
ほ
か
も
参
加
い
た
だ
き
、
今
回
の

趣
旨
や
施
策
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
説
明
の
の
ち
、
活
発

な
質
疑
応
答
を
経
て
、
取
り
組
む
方
向
で
進
め
よ
う
と
の

基
本
合
意
が
成
り
ま
し
た
。 

地
区
の
皆
さ
ん
へ
は
事
業
内
容
と
進
捗
状
況
と
併
せ
、

今
後
逐
次
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

揃いの浴衣姿で集合写真  みなさん青春真っ只中を楽しんでいます！！ 


